
松前町
松前町

福島町

知内町

木古内町

七飯町

鹿部町

江差町
厚沢部町

乙部町

長万部町

上ノ国町

奥尻町

今金町

島牧村
黒松内町

札幌市

小樽市

室蘭市

苫小牧市

江別市

千歳市

登別市

恵庭市

北広島市　

当別町

新篠津村

寿都町
蘭越町 ニセコ町

真狩村
留寿都村

喜茂別町

京極町
倶知安町

共和町

岩内町

泊村

積丹町

神恵内村 古平町

仁木町

余市町

赤井川村

豊浦町

壮瞥町 白老町

厚真町
平取町

新冠町

浦河町

様似町

えりも町

旭川市

夕張市

留萌市

稚内市

美唄市

芦別市

赤平市

三笠市

滝川市

砂川市
歌志内市

深川市

富良野市

南幌町

奈井江町

上砂川町

長沼町

栗山町

月形町

浦臼町

新十津川町

妹背牛町

秩父別町

雨竜町

北竜町

沼田町

幌加内町

鷹栖町

東神楽町

当麻町

比布町
愛別町

上川町

東川町

美瑛町

上富良野町

中富良野町

南富良野町

和寒町

剣淵町

下川町

美深町

音威子府村
中川町

増毛町

小平町

苫前町

羽幌町

羽幌町

初山別村

遠別町

天塩町

幌延町

猿払村

浜頓別町

中頓別町

豊富町

礼文町

利尻町

利尻富士町

占冠村
由仁町

帯広市

網走市

紋別市

根室市

美幌町

津別町

斜里町

清里町

小清水町

訓子府町

置戸町

佐呂間町

滝上町

興部町

西興部村

雄武町

音更町

士幌町

上士幌町

鹿追町

新得町

清水町

芽室町

中札内村 更別村

大樹町

広尾町

池田町

豊頃町

本別町

足寄町

陸別町

浦幌町

釧路町

厚岸町

浜中町

標茶町

弟子屈町

鶴居村

白糠町

別海町

中標津町

標津町

羅臼町

北区
手稲区 東区

白石区
厚別区

豊平区

清田区

西区

南区

中央区

枝幸町

名寄市

士別市

遠軽町

北見市 大空町

釧路市

幕別町

新ひだか町

むかわ町

函館市

伊達市
洞爺湖町

北斗市

八雲町

森町

せたな町

石狩市

岩見沢市

安平町

湧別町

釧路市

日高町

日高町
伊達市
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と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
断
層
帯
は
、
１
千
か
ら
２
千
年

間
隔
で
活
動
し
、
前
回
、
こ
の
活
断
層
帯

が
活
動
し
た
の
は
16
か
ら
17
世
紀
だ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
の
単
位

が
１
千
年
単
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
30
年
以
内
に
こ
の
活
断
層
帯
が
活
動

取
る
べ
き
行
動

　
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
ら
、
身
の
安

全
を
第
一
に
考
え
、
落
ち
着
い
て
、
揺
れ

が
収
ま
る
ま
で
テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
に
身

を
隠
し
、
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

む
や
み
に
動
い
た
り
、
屋
外
へ
出
た
り
す

る
と
、
転
倒
や
落
下
物
に
よ
り
ケ
ガ
を
す

る
な
ど
、
大
変
危
険
で
す
。

　
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
は
、
火
災
防
止
の

た
め
、
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
を

消
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
家
族
の
安
否

確
認
や
家
屋
の
被
害
状
況
を
確
認
し
、
ご

近
所
同
士
で
声
を
掛
け
合
っ
て
、
安
否
を

確
認
、
必
要
に
応
じ
救
助
活
動
を
す
る
な

ど
、
地
域
で
の
助
け
合
い
を
お
願
い
し
ま

す
。　水

害
や
台
風
な
ど
と
は
違
っ
て
、
地
震

は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
、日
頃
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。

　市
は
、
民
間
企
業
と
の
協
定
に
よ
る
食

料
、
日
用
品
な
ど
の
確
保
、
復
旧
体
制
の

整
備
な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
、
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
が
、
災
害
時

に
は
市
の
支
援
で
あ
る
〝
公
助
〞
に
加

え
、
家
庭
で
の
備
蓄
や
災
害
へ
の
備
え
と

い
っ
た
〝
自
助
〞、
地
域
で
の
連
携
や
災

害
時
の
協
力
や
支
援
体
制
の
整
備
と
い
っ

た
〝
共
助
〞
が
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。

　災
害
に
備
え
、
ま
ず
は
、
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
〝
自
助
〞
の
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

緊急告知 FMラジオ
　市は、緊急地震速報など
の情報を迅速・確実に伝達
するために〝緊急告知 FM
ラジオ〟を販売しています。
FM はまなす一局専用で、
緊急信号を受信すると自動
的に起動して、大音量で緊
急情報を伝達します。
　販売場所や価格など詳し
くは、市防災対策室にお問
い合わせください。

石
狩
低
地
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え
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主
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活
断
層
帯
と
い
う
言
葉
は
、
地
震
が
発

生
し
た
際
に
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
、

見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
岩
見
沢
市
で
活
断
層
帯
と
言
わ

れ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
と
い
う
方
が
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、〝
石
狩
低
地
東と

う
え
ん縁

断
層
帯
主
部
〞
と
い
う
活
断
層
帯
が
市
内

を
南
北
に
縦
断
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
断

層
帯
は
、
北
は
美
唄
市
か
ら
、
南
は
安
平

町
ま
で
延
び
て
お
り
、
長
さ
は
約
66
㌖
に

及
び
ま
す
。
こ
の
活
断
層
帯
が
活
動
す
る

と
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.9
程
度
の
地
震
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
市
内
で
は
地

域
に
よ
っ
て
最
大
震
度
６
強
を
観
測
す
る

市内を縦断する活断層帯

し
て
、
地
震
が
発
生
す
る
確
率
は
、
ほ
ぼ

０
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
熊
本
地

震
の
際
に
活
動
し
た
活
断
層
帯
の
う
ち
、

〝
日ひ

な

ぐ
奈
久
断
層
帯
〞
の
地
震
発
生
前
、
30

年
以
内
の
地
震
発
生
確
率
が
、
ほ
ぼ
０
か

ら
0.9
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
て
も
、
地
震

は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
岩

見
沢
市
で
も
、
熊
本
地
震
と
同
じ
よ
う
な

地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
地
震
の
被
害
は
、
規
模
、
地
盤
の

強
弱
、
建
物
の
構
造
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
。
活
断
層
に
近
い
、
遠
い
と
い
っ

た
基
準
だ
け
で
、
危
険
度
を
図
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
家
屋
の
被
害
が
大
き
く
、
住
み

続
け
る
こ
と
が
危
険
な
場
合
は
、
避
難
所

へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
自
宅
で
生
活
が

可
能
な
場
合
は
、
避
難
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
不
安
な
場
合
は
避
難
所
へ
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

国土地理院のホームページで、
市内の活断層の詳しい場所を調
べることができるんですって

三笠市

南幌町

江別市

長沼町

美唄市

栗山町

岩見沢市

新篠津村

新篠津村

国道12号

道央自動車道岩見沢
I.C.

国道12号

国道12号

国道234号

岩見沢上幌向
ほろむい

志
文

栗
沢

栗
丘

Ｊ
Ｒ
室
蘭
本
線

Ｊ
Ｒ
函
館
本
線

ＪＲ函館本線

　昨年４月に発生した熊本地震。最大震度７の地震が
２回続けて発生し、余震は４千回を超え、多くの被害
が出ました。この地震は、熊本県の中央に位置する、
〝布

ふ た が わ
田川断層帯〟と〝日

ひ な ぐ
奈久断層帯〟という二つの活

断層帯の活動によって発生したものでした。
　では、岩見沢市ではどうなのでしょう？
問合先　市防災対策室
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　この活断層帯の他にも、北海道には
23 の活断層帯があると言われており、
岩見沢市の周辺にある、石狩低地東

とうえん

縁
断層帯南部、増毛山地東

とうえん

縁断層帯、野
幌丘陵断層帯などの影響で、大地震に
なる可能性もあります。

石狩低地東
とうえん
縁断層帯主部

活断層がある可能性のある箇所

当別町当別町当別町当別町
石狩市石狩市


